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研究成果の概要（和文）：英語圏だけでなく、ドイツやフランスだけでなくクロアチア、オーストリア、チェコ
共和国など中欧で開催された学会とオーストラリアとマレーシア、シンガポール、台湾、中国で開催された学会
において研究を発表して、研究者と意見交換をすることができた。また、文学や文化の国際学会だけでなく、経
済学、政治学、、歴史学や観光学、さらには宗教学や女性学などの国際学会においても論文を発表することによ
り、多角的視点の構築ができた。21件の学会発表と1件の招聘講演を行い、11本の論文を学会誌に出版し、さら
に、今回の研究の基盤となった過去に発表した論文を含め５冊の単著（内4冊は英文、一冊は邦文）を出版する
ことができた。

研究成果の概要（英文）：In addition to attending international conferences in English-speaking 
countries such as America, England, and Canada, I presented my papers and exchanged ideas with 
various scholars in France, Germany, and also in Central European countries such as Croatia, 
Austria, and the Czech Republic, and more importantly in Asian countries such as Malaysia, 
Singapore, Taiwan, and China.  Though primarily at the conferences of literature and culture, I 
joined the interdisciplinary conferences whose themes vary from economics, politics, history, 
tourism, religion, and women’s studies and could established a wide and profound range of research 
areas.  I presented my papers at 21 international conferences, was invited to give a speech at one 
international conference, published 11 papers in academic journals, and published five books (four 
in English, and one in Japanese) by giving evaluation feedback to my previous works.

研究分野：英米文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、20世紀から21世紀現在に至るまでの文学と文化のグローバル化の軌跡と、そのグローバル化の過程で
起こる周辺化された文化遺産や文学作品にも焦点を当てることにより、国境、民族、宗教、文化、言語など多岐
的なボーダーを超えた知的財産の発見を目指すものであり、この発見により人類が対峙してきた暴力の連鎖、記
述された歴史と人間の記憶の対比、記憶と忘却の対立を明確にし、近現代作家が創作活動において共通した認識
として誇示した共生のディスコースを探求したことである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
  
 研究を開始した当初は、すでに基盤を確立していたヴァージニア・ウルフやカズオ・イシグ
ロに関して新たな歴史・社会学的見地に立った資料収集を行い、論文を国際学会で行いながら、
21 世紀、特に 9.11 後に英語圏で作品を発表した作家の動向を探り、作品や資料を収集し、同
時に 3.11後にアジア圏で作品を発表した作品の動向を探って、作品の収集とその背景を調査し
ていった。その結果、すでにアメリカで確立した 9.11 文学作品群の中から、3.11 に繋がるテ
ーマである遺構問題や 9.11 以降に起きた宗教対立の中でのシリアからの大量移民の問題やア
イデンティティ問題などを予期する作品に遭遇することができた。これにより、20世紀から継
続して起こっている地球規模の問題を扱ってきた作品群を構築することができたことが大きな
利点となった。 
 
２． 研究の目的 
 本研究の目的は、20世紀から 21世紀にかけて英語圏文学とアジア圏文学、さらにその周辺
文学に見られる創作のグローバル化を体系的に構築することである。それは、作家が、国境、
民族、宗教、言語、文化、階級、格差などのボーダーを超越した作品を、現代社会において創
作して発表する意義を問うことである。彼らの作品をそれぞれの時代やある一定の地域の歴史
や社会に照らし合わせて分析した上で、そこに内容されている共通のテーマ、帝国主義批判、
植民地主義批判、宗教対立への批判を議論し、さらにそれらが普遍的なテーマ、即ち人類に常
に降りかかってくる暴力の連鎖と記憶の忘却を追及することである。この議論を構築すること
により、現在人類が抱える暴力へのトラウマに解決への突破口を発見することである。 
 
３．研究の方法 
 収集した文学作品に関して、そこに内包されたイデオロギーを解読し、歴史、社会学、政治
学、経済学、文化人類学、美学、芸術論など多角的な視点から図書を中心に資料収集を行った。 
そのために、国内における資料収集だけでなくオックスフォード大学図書館やロンドンの大英
図書館において貴重図書の閲覧も行った。海外では図書や参考資料の電子化が進んでいるが、
閲覧はそれぞれの図書館内においてのみ可能であるため現地での資料収集を集中的に行った。
収集した資料や写真は膨大な量となったため、可能な限りデジタル化して保存した。 
 
４．研究成果 
 今までは英語圏、特に英米加での国際学会への参加が多かったが、今回の研究期間ではドイ
ツやフランスだけでなくクロアチア、オーストリア、チェコ共和国など中欧で開催された学会
とオーストラリアとマレーシア、シンガポール、台湾、中国で開催された学会において研究を
発表して、様々なバックグランドを持つ研究者と意見交換をすることができた。また、文学や
文化を主たるテーマとした国際学会だけでなく、経済学や政治学が中心の学際的国際学会、歴
史学や観光学、さらには宗教学や女性学などの国際学会においても論文を発表することにより、
多角的視点の構築ができたことである。21件の学会発表と 1件の招聘講演を行い、11本の論文
を学会誌に出版し、さらに、今回の研究の基盤となった過去に発表した論文へのフィードバッ
クも可能となり、５冊の単著（内 4冊は英文、一冊は邦文）を出版することができた。 
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